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座標平面において、 
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とする。 P は 1OA 上にあるから、 )10(),0(  ppP とおく。 

pPA 11  P と 6OA の距離は、 6OA の式が 03  yx と表されるから、 
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rpPA  32311 とおくと、 rOQPCPA 1  

rQCQAOP  13 であるから、 QCOPOQPC  ,  

したがって、四角形OPCQは平行四辺形である。(証明終)  

 

(1)より QCOPOQPC //,// であるから、 
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扇型 QCACPAOAAA 31321 ,, は相似であり、面積はそれぞれ 22 )1(
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平行四辺形OPCQの面積は、 )1(
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弧 31321 ,, CACAAAA で囲まれた領域の面積は )1(
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であり、 

これに円 P の面積 2r を加えて、求める面積は 
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